の 進化、 漸 化の 或 段階で は、 この 所作 は 人間に 不幸 を 

持ち 来す こと も ある けれども、 それ は 最終の もので は 

ない という ことに 気 注くならば、 悲観す る 必要 はない _ 

だが、 この場合、 不幸 を 必然的の ものと して 諦めて は 

ならない。 この 不幸 を 幸福に 転ずべ く 努力し なければ 

ならない。 こうした 努力が あって こそ、 人生に 意義 も 

あり、 価値 も ある。 

この 道 を 通って 行けば、 奈落の底に 落ちる という こ 

とに 気 注いたならば、 道 を 転ぜねば ならない。 転ずる 

ことができなかったならば、 新に 道 を 切り開く ベ く努 

力し なければ ならない。 これ を 切り開く ことができな 



ければ、 一足飛びに、 例えば 飛行機に 乗って、 この 奈 

落 を 飛び越える 必要 も 起 つ て 来る。 

歴史の 必然性と いう もの はない。 歴史 は 要するに 人 

間の 所作の 結果で ある。 人間の 努力の 記録で ある。 人 

間が その 自由意志 を 以て、 善 かれ、 悪 かれ 書き 綴った 

ものである。 現に かくして 私たち はこれ を 書いて 来た _ 

その 自由意志 を 以て、 環境 を 征服し 得た 人間と、 民族 

とが、 現在に 栄え、 また 未来に も 栄え 得る。 

「与うる に 条件 を 以てすれば」 何でもなし 得る のが、 

人間で ある。 人間 は 断じて 弱い もので はない。 弱い者 

でなければ こそ、 何 万年、 何 億 年の 後に、 それが 天文 



築く ものに は、 この間の 消息 は 分らない。 

(昭和 十四 年 十月) 
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